
職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 授業科目名 
（英文授業科目名） 

単位数 
（時間数） 担当者 

建築専攻 

建築物維持保全・性能評価 
(Building Maintenance and  

Evaluation) 

2 単位 
(36H) 

舩木 裕之 
財津 拓三 

科目・コース 
区  分 

 
工学教育科目 

 
授業形態 講義 必修／選択 
履修年次 
開講時期 4 年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     □ Moodle     □ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】社会資本である建築物は、その寿命が短いほど不経済となる。一方で建築物は必然的に経年劣化を生じるが、劣化メカニズム

を知り適切な維持保全および性能評価を行うことで、建築物の寿命を延ばすことができる。この授業では、建築物の劣化要因と

その対策について学ぶことを目的としている。 
【概要】社会資本である建築物を正しく性能評価し、それに基づく維持保全に必要な技術要素を学ぶ。特に人命に関わる構造躯体

の劣化を学ぶとともに、各種建築物の居住環境を変化させる仕上材料に関する劣化要因とその対策についても学ぶ。 
【キーワード】建築物のライフサイクル、建築物の維持管理手法、建築物の劣化診断 
【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

１．木質構造と鉄骨構造の経年劣化の特徴が説明できる。 
２．鉄筋コンクリート構造を中心とした、建築物の劣化測定と保全方法を説明することが出来る。 
３．建物のリニューアルについて説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 建築物のライフサイクル 財津特任准教授、舩木准教授 
2 木質構造の経年劣化 財津特任准教授、舩木准教授 
3 鉄骨構造の経年劣化 財津特任准教授、舩木准教授 
4 鉄筋コンクリート構造の経年劣化 財津特任准教授、舩木准教授 
5 仕上材料の経年劣化(1)：屋根材料、外装材料、防水材料 財津特任准教授、舩木准教授 
6 仕上材料の経年劣化(2)：内装材料、設備材料 財津特任准教授、舩木准教授 
7 建築物の非破壊試験方法(1) 財津特任准教授、舩木准教授 
8 建築物の非破壊試験方法(2) 財津特任准教授、舩木准教授 
9 鉄筋コンクリート造建物の劣化測定 舩木准教授 
10 既存鉄筋コンクリート造建物の耐震診断の概要 舩木准教授 
11 既存鉄筋コンクリート造建物の耐震診断(1):C 指標と F 指標の計算 舩木准教授 
12 既存鉄筋コンクリート造建物の耐震診断(2):構造耐震指標の算定 舩木准教授 
13 躯体の劣化診断とその対策(1) 舩木准教授 
14 躯体の劣化診断とその対策(2) 舩木准教授 
15 設備材料・機器の劣化診断とその対策 舩木准教授 
16 まとめ 舩木准教授 
17 期末試験 舩木准教授 
18 期末試験 舩木准教授 

 
評価方法 期末試験（100%）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書： 特に無し（自作プリント）  参考書： 特に無し 
主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、ビデオ投影機器、書画カメラ 

その他 財津特任准教授：第 1 回～8 回（8 回/18 回）、舩木准教授：第 9 回～18 回目（10 回/18 回） 
 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 授業科目名 
（英文授業科目名） 

単位数 
（時間数） 担当者 

建築専攻 

建築生産論 
(Building Production 

Theory) 

2 単位 
(36H) 

塚崎 英世 
科目・コース 

区  分 工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 
履修年次 
開講時期 4 年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】建築生産プロセスにおける一連の流れをとらえ、各プロセスにおける社会的背景を理解し、建築生産に必要な基礎知識を養うこ

とを目的とする。 
【概要】建築の生産は一回性を有する個別散在型の形態をとることが大半で、独自の生産システムを形成しており、他の製造業の生産

システムが適用できない例も多くある。また建築生産には市場経済と関わりが強く、経済や市場に連動した数多くの社会制度が適

用されており、それらの制度は頻繁に改定されてきている。建築技術者は建築生産に係わる技術や制度を十分に把握したうえで

建築生産行為に臨む必要があり、本授業はそれらの枠組みを示すものである。 
【キーワード】建築生産システムの概要、工程管理、原価管理、品質管理、建築生産プロセス、建築企画・計画、建築設計の業務、施

工管理者技術者の役割、施工計画、施工管理、建築施工の業務 
 

到達目標 
1. 建築の企画・計画・設計・施工・維持管理・修繕改修・解体という建築生産プロセスにおける、市場、人、社会制度、技術を体系的に

説明することができる。 
 

授業計画 備考 
1 建築生産概論  
2 建築プロジェクトの起こり方  
3 住宅産業および一般建設業の構造と市場  
4 建築生産と社会規範  
5 建築プロジェクトと企画  
6 建築生産プロセス各論：建築プロジェクトと企画  
7 建築生産プロセス各論：発注と契約  
8 建築生産プロセス各論：設計と監理  
9 建築生産プロセス各論：コスト管理  
10 建築生産プロセス各論：生産管理  
11 建築生産プロセス各論：工程管理  
12 建築生産プロセス各論：維持保全  
13 解体と資源循環  
14 建設業における技能者育成システム  
15 建築プロジェクトのマネジメント：マネジメントの概要  
16 建築プロジェクトのマネジメント：マネジメント技術の概要  
17 期末試験  
18 期末試験   

 
評価方法 期末試験(100％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：松村秀一編著、 市ヶ谷出版社、 「建築生産 第三版」 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、DVD、ビデオ 

その他  
 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

全専攻 

微分方程式 
(Differential Equation) 

2単位 

(36H) 

石川 哲 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次前期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

 微分方程式は、工学に現れる現象を記述する。そして、微分方程式の解を求めることにより、工学に現れる現象を予測することが可能になる。例え 

ば、常微分方程式により、力学的あるいは電気的な振動現象を記述し、その解を求めることにより、振動現象を予測することが可能になる。また、例え 

ば、偏微分方程式により、熱現象や波動現象を記述し、その解を求めることにより、熱現象や波動現象を予測することが可能になる。本授業では、常微 

分方程式や偏微分方程式などの微分方程式の解法を学習する。 

 
到達目標 

1. さまざまな工学の現象を常微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

2. 熱現象や波動現象などを熱方程式や波動方程式などの偏微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

 
授業計画 備考 

1 常微分方程式,偏微分方程式と工学  

2 変数分離形、同次形の常微分方程式  

3 1階線形常微分方程式、ベルヌーイ、リッカチ、クレーロー、ラグランジュの常微分方程式  

4 ２階定数係数線形常微分方程式、高階定数係数線形常微分方程式（斉次形）  

5 連立常微分方程式  

6 ２階線形常微分方程式(非斉次形)：未定係数法、演算子法  

7 ラプラス変換  

8 ラプラス変換の常微分方程式への応用  

9 常微分方程式の級数解法：ガウス, ルジャンドル、ベッセルの微分方程式  

10 常微分方程式の数値解法  

11 中間試験  

12 1階偏微分方程式  

13 フーリエ級数,フーリエ変換  

14 熱方程式  

15 波動方程式  

16 ラプラス方程式  

17 偏微分方程式の数値解法  

18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（60％）と期末試験（40％）を実施し 60 点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
教科書：自作パワーポイントレジュメ 

参考書：テクノロジーへの解析学（佐野茂、大野成義、東京図書） 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程           
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

全専攻 

複素解析 
(Complex Analysis) 

2単位 

(36H)  

百名 亮介 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次後期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex 

 
授業の目的と概要 

  微積分学は実数から実数への関数を扱い、工学に現れるさまざまな量を扱うために不可欠であった。 複素解析学では複素数から複素数への関 

数を扱う。実数の関数を複素数の関数として考えることにより、実数の関数の問題(例えば、定積分の計算)が容易に解決できる場合がある。これによ 

り、工学に現れるさまざまな量を容易に扱うことができるようになる。本授業では、複素関数の微分、積分などの計算や、複素解析の実関数の積分計 

算への応用などを学習する。 

 
到達目標 

1. 複素関数の微分、積分を求めることができる。 

2. 留数の定理を用いて、実関数の積分値iを計算することができる。 

 
授業計画 備考 

1 複素数と複素平面、  

2 整関数、一次分数関数とその性質  

3 複素関数の微分と正則関数  

4 コーシーリーマンの方程式  

5 三角関数、指数関数とその性質  

6 対数関数、べき関数とその性質  

7 複素関数の積分  

8 コーシーの積分定理、  

9 コーシーの積分公式  

10 演習  

11 中間試験  

12 正則関数のべき級数展開  

13 孤立特異点、ローラン展開  

14 留数と留数定理  

15 実数関数の積分計算への応用1  

16 実数関数の積分計算への応用2  

17 演習  

 18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（50％）と期末試験（50％）を実施し60点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
参考書： 複素関数キャンパスゼミ（馬場敬之、マセマ出版） 

      ドリルと演習シリーズ応用数学(日本数学教育学会高専・大学部会編集,電気書院) 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 授業科目名 
（英文授業科目名） 

単位数 
（時間数） 担当者 

建築専攻 

技術英語 
（Engineering English） 

2 単位 
（36 時間） 和田 浩一 

藤野 栄一 
園田 里見 

科目・コース 
区  分 工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 
履修年次 
開講時期 4 年次前期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 産業のグローバル化に伴い、英語による情報収集や発信の重要性が高まり、専門知識を有する大学生にとって、技術英語の

文章読解・作成能力ならびに英語でのプレゼンテーションスキルが必要となっている。本講義では、建築分野における英語の論

文・マニュアル・専門書等を読む力、英語論文や英語要旨を書ける力、英語でプレゼンテーションができる力を身に付けることを

目的とする。 
【概要】 一般教育科目の英語教育の知識を前提とし、建築分野において必要となる専門的な技術英語を学習する。 
【キーワード】 国際標準規格関連英語、建築関連技術英語 
【クラス分け方式】 

 
到達目標 

1 建築系に関連する技術英語を読解および和訳ができる。 
2 建築分野の英語論文・資料を読解できる。  
3 技術英語の文章がわかりやすく、正しく、簡潔に書ける。  
4 英語でプレゼンテーションができる。  

 
授業計画 備考 

1 技術英語の基礎  
2 建築分野における技術英語の専門用語  
3 建築分野における技術英語の表現方法  
4 建築分野における英語書籍の講読（1）  
5 建築分野における英語書籍の講読（2）  
6 建築分野における英語書籍の講読（3）  
7 建築分野における英語論文・資料の検索方法  
8 建築分野における英語の文献講読（1）  
9 建築分野における英語の文献講読（2）  
10 建築分野における英語の文献講読（3）  
11 建築分野における英語の文献講読（4）  
12 建築分野における英語の文献講読（5）  
13 建築分野における英語の文献講読（6）  
14 建築分野における英語のマニュアル・資料等の講読（1）  
15 建築分野における英語のマニュアル・資料等の講読（2）  
16 技術英語プレゼンテーション技法（1）  
17 技術英語プレゼンテーション技法（2）  
18 技術英語プレゼンテーション技法（3）  

 
評価方法 演習（70％）、プレゼンテーション（30％）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：建築分野における英語の書籍・文献・マニュアル 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、スクリーン 

その他  
 



 職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 授業科目名 
（英文授業科目名） 

単位数 
（時間数） 担当者 

建築専攻 

卒業研究 
（Graduation Research） 

 10 単位 
（540H） 

教員 10 名 
（内容欄参照） 

科目・コース 
区  分 工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 
履修年次 
開講時期 4 年次通年 必修 

 
授業方法 □ 対面授業     □ Moodle     □ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 3 年次までに学んだ知識・技術等をベースとして、専門的な学問領域について、各指導教員の下で研究活動を行う。 
【概要】 個別に与えられた研究課題に対して、計画立案、実行、評価、考察を行い、卒業論文としてまとめ、発表会で口頭発表ができ

るようになる。 
【キーワード】 プレゼンテーション、ディスカッション、研究論文の作成 
【クラス分け方式】 

 
到達目標 

個別に与えられた研究課題に対して、計画立案、実行、評価、考察を行い、卒業論文としてまとめ、発表会で口頭発表ができるようにな

る。 
 

授業計画 備考 
 研究テーマの決定と研究計画の作成  

 

（教員毎の研究テーマ） 
「建築設計プロセスに関する研究」 
「木質構造における接合部の強度特性に関する研究」 
「木材・木質材料の強度特性の解析」 
「顧客の意識・行動（ニーズ・CS）に関する調査研究」 
「木質構造における接合部の「禁じ手」に関する実験」 
「技能要素を考慮した型枠技術者育成のための訓練カリキュラム構築に関する研

究」 
「繊維補強セメントモルタル(FRM)による RC 補強技術」 
「建築物の構造強度に関する振動実験および逆問題解析」 
「木質材料に関する研究」 
「木材・木質材料の高機能化技術の開発」 

（研究指導） 
和田 浩一 教授  
藤野 栄一 教授 
園田 里見 教授 
伊丹 弘美 准教授 
塚崎 英世 准教授 
舩木 裕之 准教授 
 
山﨑 尚志 准教授 
池田 義人 准教授 
石倉由紀子 准教授 
飯田 隆一 助教 

 

 研究テーマに関する文献調査  
 研究テーマに関する実験計画  
 研究テーマに関する実験装置等の設計・製作  
 卒業研究中間発表会  
 研究テーマに関する実験  
 研究テーマに関する実験データの整理・解析  
 卒業研究発表会要旨の作成  
 卒業研究論文の執筆  
 卒業研究発表会のプレゼンテーションの資料作成と発表準備  
 卒業研究発表会  

 
評価方法 卒業研究への取組み姿勢（30％）、中間発表（10％）と研究発表（10％）及び卒業研究論文（50％）により、

成績を総合的に評価する。 

教科書及び参考書 卒業研究テーマにより、各教員が専門書及び参考文献などを指示する。 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、卒業研究を実施する上で使用な機器（計測機器、実験機器、各種工作機械 等） 

その他 教員毎の研究テーマに従い、各教員が上記授業計画の内容を実施すること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程        
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築技術英語 

(Technical English for  
Architecture) 

2単位 

(36H) 

全教員 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次後期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 プロセス・イノベーターとして国際的に活躍するには、自らの考えを英語で適切に相手に伝える必要がある。 

       本講義は、各卒業研究テーマに関連した英語の理解力および表現力を高め、論文内容を理解できる能力とプレゼンテーションができる能力 

       を養う。 

【概要】 各卒業研究テーマに関する専門的な英語論文等を読解し、技術用語、慣例的な表現を習得する。その後、自らの力で専門的な内容を理解 

       し、英文レポートの作成を行う。 

【キーワード】 国際標準規格関連英語、建築関連技術英語、英文マニュアル文書作成 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

1. 専門分野の技術英語の文献について、大筋を把握することができる。 

2. インターネットの英語のウェブサイトを検索して、関連する技術資料を入手することができる。 

3. 英文レポートの作成ができる。 

 
授業計画 備考 

1 技術英語の必要性、ガイダンス  

2 卒業研究テーマに関する分野に必要な技術英語の専門用語1  

3 卒業研究テーマに関する分野に必要な技術英語の専門用語2  

4 卒業研究テーマに関する分野に必要な文献調査  

5 卒業研究テーマに関する分野に技術英語の文献購読1  

6 卒業研究テーマに関する分野に技術英語の文献購読2  

7 卒業研究テーマに関する分野の文献内容の報告または発表  

8 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成方法 説明1  

9 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成方法 説明2  

10 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成演習1  

11 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成演習2  

12 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成演習3  

13 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成演習4  

14 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成演習5  

15 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート作成演習6  

16 卒業研究テーマに関する分野の英文レポート報告  

17 期末試験  

18 まとめ  

 
評価方法 レポート(100％)で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 建築の各分野の専門図書 

参考書：  

主な使用機器等  

その他 全教員とも同内容で講義を行う。 



 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程       
 

専攻／科名 授業科目名 
（英文授業科目名） 

単位数 
（時間数） 担当者 

建築専攻 

建築積算 
(Detailed Cost Estimate) 

 2 単位 
(36H) 

財津 拓三 

科目・コース 
区  分 職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 
履修年次 
開講時期 4 年次前期 必修 

 
授業方法 ■  対面授業     □ Moodle     □ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 建築生産プロセスにおいては、企画・計画・設計・施工・維持管理の全ての段階で、積算に基づくコストマネジメントが必須の要素

となっている。従って、建築物の仕様について理解し、設計図書を基に建築物を構成する各部材の数量を建築数量積算基準に則り計

測・計算する方法を習得する。 
【概要】 建築物の原価計算の方法と手順を理解し、標準書式による内訳書の作成から、建物全体の工事費の予測に至る具体的な方

法を習得する。 
【キーワード】 積算、工事費、内訳書、仕様書、VE 

 
到達目標 

1. 設計図書を読み取ることができる。 
2. 仕様書を読み取ることができる。 
3. 工事ごとに必要な数量を計測・計算できる。 
4. 算出した数量を細目別に集計して内訳書を作成できる。 
5. 内訳書に単価を設定し、建物全体の工事費を予測できる。 

 
授業計画 備考 

1 建築積算の概要：建築積算とは何か  
2 建築積算の概要：建築生産プロセスの概要と建築積算の役割  
3 建築積算の概要：工事費の入札とは  
4 積算業務の内容：積算の業務内容と手順  
5 積算業務の内容：設計図書とは  
6 積算業務の内容：工事費の構成  
7 積算業務の内容：建築コストにおける数量と単価  
8 積算業務の内容：内訳書とは  
9 数量の計測・計算：建築数量積算基準  
10 数量の計測・計算：土工事の計測・計算 1  
11 数量の計測・計算：土工事の計測・計算 2  
12 数量の計測・計算：躯体工事の計測・計算 1  
13 数量の計測・計算：躯体工事の計測・計算 2  
14 数量の計測・計算：仕上工事の計測・計算  
15 数量の計測・計算：仮設工事の積算、設備工事の積算  
16 建築積算の応用分野：LCC について、ＶＥについて、概算手法について  
17 期末試験  
18 まとめ  

 
評価方法 課題（40%）、期末試験（60%）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：建築積算（社団法人・日本建築積算協会） 
主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、DVD 

その他  
 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程        
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築設備実習 
（Practice of building equipment） 

 1単位 

（54H） 

池田 義人 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次１期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     □ Moodle     □ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 建築設備の一つである衛生設備工事に必要な知識および、給水給湯、排水施工の要点を習得する。 

【概要】 建築物の給排水設備工事に用いられる配管の種類と特徴および施工方法を理解し、給水給湯および排水の施工実習を行う。 

       また、設備および配管計画についても習得する。 

【キーワード】 建築設備工事、給排水・衛生設備 

 
到達目標 

1. 給排水設備工事に用いられる配管材料の種類と特徴を説明できる。 

2. 給水配管および給湯配管の施工ができる。 

3. 適正な勾配による排水配管ができる。 

 
授業計画 備考 

1 配管の種類と特徴、施工方法  

2 各種配管の切断と接合方法  

3 配管図面の読み取りと施工計画  

4 排水配管の施工方法  

5 給水配管の施工  

6 給水配管の施工  

7 給湯配管の施工  

8 施工に対する各種検査  

9 各種衛生設備機器の取り付け  

 

評価方法 レポート(60％)、課題(20％)、作業に対する取り組み姿勢(20％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 
教科書： 

参考書： 

主な使用機器等 配管工具一式、ねじ切り機、バンドソー 

その他 実習にふさわしい服装とし、安全には十分に留意する。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス 

課程名： 総合課程            
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

基礎構造実習 
（Practice of building  

foundation） 

 １単位 

（54H） 
舩木 裕之 

財津 拓三 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次１期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     □ Moodle     □ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 建築物を支持する地盤の評価は極めて重要であり、その試験の種類と特徴を理解する。さらに、この評価に基づき、基礎並びに土留壁の適

正な計画と設計について理解する。 

【概要】 地盤の種類とこれを調査するための地盤調査の特徴について理解し、一般に多く用いられる地盤調査試験（SWS試験）を行い、試験結果に 

       基づき地盤を適正に評価する手法を習得する。さらに、直接基礎ならびに山留め壁、杭基礎の設計演習を行う。 

【キーワード】 基礎構造物設計、地盤調査、山留め 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 地盤調査の種類と特徴に関して説明できる。 

2. 山留工法の種類と特徴に関して説明できる。 

3. SWS試験が実施できる。 

4. 基礎構造の種類と特徴および基礎の設計に関して説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 土質の物理的性質 各教員が9回担当 

2 山留め壁の種類と特徴および選定方法  

3 地盤調査の種類と特徴および基礎計画  

4 地盤調査実習（スウェーデン式サウンディング試験）  

5 地盤調査実習（スウェーデン式サウンディング試験）  

6 試験結果の整理  

7 直接基礎の設計演習  

8 杭基礎の設計演習  

9 まとめ  

 

評価方法 レポート(60％)、課題(20％)、作業に対する取り組み姿勢(20％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 
教科書： 

参考書 

主な使用機器等 スウェーデン式サウンディング試験一式 

その他 実習にふさわしい服装とし、安全には十分に留意する。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程     
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 

担当者 

（ユニット名） 

建築専攻 

総合システム実習 

(General Practice on Building 

Construction) 

 1単位 

(108H) 

全教員 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次2期 必修 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 職業訓練指導員およびプロセスイノベータとして必要なリーダシップ力、マネージメント力、問題解決力に代表されるヒューマンスキル・コンセ 

       プチュアルスキルを、課題学習方式を通じて習得することを目的とする。 

【概要】 提示された課題に対して、①課題の要求事項の把握、②開発（設計）、③製作（実験）を通じて、④結果と評価を行う。結果及び評価が十分 

       でない場合は、問題点の分析と把握し、要求事項が改善されるまで繰り返す取り組みを行う。 

【キーワード】 各種構造物の施工及び施工管理に関する企画・開発・問題解決、結果報告（開発内容の発表、論文作成） 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

1. テーマに関する計画及び研究計画に基づいた実験計画が策定できる。 

2. 実験装置等の設計及び製作並びに実験ができる。 

3. 目的に対する整合性のある結果の取りまとめと報告ができる。 

4. 安全衛生作業の管理と推進ができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス  

2 課題の背景調査1  

3 課題の背景調査2  

4 課題の選定1  

5 課題の選定2  

6 課題の基本計画  

7 課題の詳細計画  

8 課題の設計、製作、実験 1  

9 課題の設計、製作、実験 2  

10 課題の設計、製作、実験 3  

11 評価、問題点の抽出、改善 1  

12 評価、問題点の抽出、改善 2  

13 評価、問題点の抽出、改善 3  

14 報告書、発表資料作成 1  

15 報告書、発表資料作成 2  

16 発表1  

17 発表2  

18 まとめ  

 
評価方法 レポート(100％)で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：各教員が専門書及び参考文献などを指示する。 

主な使用機器等 プロジェクタ 

その他 
全教員とも同内容で講義を行う。 

プロジェクタ等を利用する授業形態に伴う暗室環境に対して、健康管理に注意を払うこと。 



 



職業能力開発総合大学校 シラバス 

課程名： 総合課程            
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築総合設計製図 
（Architectural Building Design） 

 1単位 

(54H) 
和田 浩一 

伊丹 弘美 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
4年次1期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     □ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 これまでの建築設計実習では、与えられた敷地条件の下に建物を設計してきた。建築総合設計製図では、居住施設、公共施設や商業施 

       設、事務所等の建築について実践に即した設計プロセスを踏まえながらフィールドワークをとおして自ら設計条件を設定し、構造、環境・設備 

       を考慮した総合的な建築意匠設計技術を習得することを目的とする。 

【概要】 本実習では、規模に応じて個人あるいはグループにより基本設計図書を作成する。設計者自ら設計目標を設定し、フィールドワークにより得 

       られた敷地や周辺状況、類似施設の情報を分析し比較しながら設計方針を立案する。この設計方針に基づき、機能的で快適かつ環境に配 

       慮した総合的な建築設計を行い、基本設計図書としてまとめあげる。 

【キーワード】 住宅、居住施設、公共施設、複合施設 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 自ら設計の目標を設定し、情報収集で得られた内容を分析することで行動計画が立てられる。 

2. 設計条件の設定と設計方針の立案できる。 

3. 類似施設の調査ができる。 

4. 様々な検討案の比較検討、評価、選択ができる。 

5. 建物と屋外空間の計画・設計ができる。 

6. 基本設計図書の作成ができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、課題の提示、敷地・周辺・地域調査 各教員が9回担当 

2 設計条件の設定と設計方針の立案  
3 類似施設の調査、比較検討、建物の評価  
4 建物と屋外空間の計画  
5 中間発表（設計趣旨、コンセプト、ダイアグラム、各階平面図、断面図、立面図）  
6 各種図面作製  
7 基本設計図書作製  
8 建築模型作製  
9 設計発表・講評  

 
評価方法 課題（80％）、プレゼンテーション（20％）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 

教科書：資料のみ 

参考書：「第3版 コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編 丸善（日本建築学会：丸善：ISBN-13: 978-462107

5098） 

フィールドワークの実践 建築デザインの変革をめざして （和田浩一編著他：朝倉書店：ISBN-13: 978-42542

61608） 

主な使用機器等 製図用具、製図台一式、建築CAD一式、模型作製機器、画像処理機器一式、視聴覚機器等 

その他 和田教授担当：第1回～9回（全9回）、伊丹准教授担当：第1回～9回（全9回） 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程       
 

専攻／科名 授業科目名 
（英文授業科目名） 

単位数 
（時間数） 担当者 

建築専攻 
建築総合実験実習 

（General Experiment 
on  

Building Construction） 

1 単位 
（54H） 

塚崎 英世 
舩木 裕之 
山﨑 尚志 
藤野 栄一 
園田 里見 
池田 義人 

科目・コース 
区  分 職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 
履修年次 
開講時期 4 年次 2 期 選択 

 
授業方法 ■ 対面授業     ■ Moodle     ■ Webex  

 
授業の目的と概要 

【目的】 将来的に建築施工管理業務、構造設計業務など建築意匠設計以外の職種への就業を希望している学生に対して、3 年次ま

での履修内容を 
       総合的に活用して、卒業研究テーマ周辺の実験手法を習得することを目的とする。 
【概要】 3 年次までに学んできた講義、実験、実習を有機的に繋ぎ、単純に実験を行なうのではなく、実験考案の背景、実験の理論、評

価式の理論 
       などについて調査し、担当教員とディスカッションをする。 
【キーワード】 施工管理応用、構造設計応用、設備設計応用、材料設計応用 
【クラス分け方式】 
 

到達目標 
1. テーマに関する計画及び研究計画に基づいた実験計画が策定できる。 
2. 実験装置等の設計及び製作並びに実験ができる。 
3. 目的に対する整合性のある結果の取りまとめと報告ができる。 
4. 安全衛生作業の管理と推進ができる。 
 

授業計画 備考 
1 ガイダンス 実験テーマの選定  
2 実験テーマの背景調査   
3 実験テーマの背景調査の報告  
4 実験の基本計画   
5 実験の基本計画の報告  
6 試験体の作製 1  
7 試験体の作製 2  
8 実験  
9 成果発表  

 
評価方法 レポート(100％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：各教員が専門書及び参考文献などを指示する。 

主な使用機器等 プロジェクタ 

その他 全教員とも同内容で講義を行う。 
プロジェクタ等を利用する授業形態に伴う暗室環境に対して、健康管理に注意を払うこと。 
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